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OCI上の Cisco ISEの使用に関する既知の制限事項
• Cisco ISEアップグレードワークフローは OCIではサポートされていません。新規インストールのみがサポートさ
れています。ただし、設定データのバックアップと復元は可能です。ハイブリッド Cisco ISE展開のアップグレー
ドについては、『Upgrade Guidelines for Hybrid Deployments』を参照してください。

•パブリッククラウドはレイヤ 3機能のみをサポートします。OCI上の Cisco ISEノードは、レイヤ 2の機能に依存
する機能をサポートしません。たとえば、Cisco ISECLIを介してアクセスされるDHCPSPANプロファイラプロー
ブおよび CDPプロトコル機能はサポートされていません。

• Cisco ISEで IPv6アドレスを有効にするには、Cisco ISEの OCIポータルで IPv6アドレスを設定し、インターフェ
イスギガビットイーサネット 0を再起動します。Cisco ISEシリアルコンソールに管理者としてログインし、次の
コマンドを実行します。

#configure terminal
Entering configuration mode terminal
(config)#interface GigabitEthernet 0
(config-GigabitEthernet-0)#shutdown
(config-GigabitEthernet-0)#no shutdown
(config-GigabitEthernet-0)#exit
(config)#exit

•設定データの復元およびバックアップ機能を実行する場合、バックアップ操作が完了した後、まず CLIから Cisco
ISEを再起動します。次に、Cisco ISE GUIから復元操作を開始します。Cisco ISEのバックアップおよび復元プロ
セスの詳細については、ご使用のリリースの『Cisco ISE Administrator Guide』にある「Maintain and Monitor」の章
を参照してください。

•パスワードベースの認証を使用した Cisco ISE CLIへの SSHアクセスは、OCIではサポートされていません。キー
ペアを介してのみ Cisco ISE CLIにアクセスできます。このキーペアを安全に保管してください。

秘密キー（または PEM）ファイルを失った場合、Cisco ISE CLIにアクセスできません。

パスワードベースの認証方式を使用して Cisco ISE CLIにアクセスする統合は、サポートされていません（たとえ
ば、Cisco Catalyst Center 2.1.2以前のリリース）。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/ise/end-user-documentation/Cisco_ISE_End_User_Documentation.html


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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